






新生児及び乳児早期における骨成熟度の評価として、大腿骨遠位端骨核(DFC と略す)が広

く用いられている。また、クレチン症では、正常児に比較して DFC が小さい事は、周知の

通りである。しかしクレチン症のマススクリーニングの精査が行なわれる生後 1ヶ月頃に

おける DFC の大きさに関する報告は、極めて少数である。今回私たちは、DFC について甲

状腺機能の正常の乳児及びクレチン症での検討を行なった。 


